
班 

 

１． 研究テーマ  
ラジコンシミュレーター ８ 

２．研究者氏名： 

 

３．研究の動機： 

 昨年度の課題研究にあった、「カメラ搭載操作ラジコン」を参考にし、ラジコンをコントローラで操作をするのではなく、

「マリオカート」のように運転する感覚で、操作できるものを作りたいと考えました。 

４．研究概要： 

● 送信機（リモコン） 

実際に車を運転しているように操作するため

に、ハンドル、アクセル、ブレーキ、といった車の

運転に不可欠な装置を既存の送信機（リモコン）

に取り付けて作ろうと思いました。 

 

● カメラ 

運転する際に車の視点で、ラジコンを操作で

きるように昨年度の「カメラ搭載操作ラジコン」の

考えを活かし、ラジコンカーにカメラを取り付け、

ラジコンカーからの映像を座席の前においた液

晶画面に映るようにさせたいと思います。 

 

● ラジコンカー 

ラジコンカーは受信機、受信機スイッチ、ステ

アリングサーボ、駆動用モーター、バッテリーで

構成しました。車体は自作しました。 

 

５．進行状況： 

  ラジコンカーを完成させました。購入したホイールタイプの送信機（リモコン）を用いてラジコンカーの受信機の設

定を行い、サーボモーターの操作、駆動モーターによる前進、後進ができるようになりました。 

 

  ハンドルを付ける台をアクリル板で作製し、本物の車のハンドルを取り付けました。 

 

  座席の骨組みとなる鉄パイプを設計した寸法で切りました。 

６．今後の取り組み予定： 

  アクセル、ブレーキの作製。 

  アクセル、ブレーキ、ハンドルの信号を送信機（リモコン）と組み合わせる。 

  ラジコンカーにカメラを取り付け、液晶画面に映るようにする。 

  座席の骨組みを完成させる。 

 

■元となるファイルの場所 

  \\10.204.5.101\share\H26\33H-Kadai\中間報告\尚美展(中間報告)○班.doc 

※ファイルは、同じ場所に班の番号を変更して保存すること。 

このファイルは、尚美展での中間発表時に掲示する説明資料のテンプ

レートです。各班で写真や図などを用いながら A4 判 1 枚で資料を

作成すること。 

 

※ ファイル名の中の「尚美展（中間報告）○班.doc」の○部分を、

各班の版番号に変更して保存する。 

※ ファイルを作成したら、この赤い枠線は削除する。 

※ 少なくとも、1つ以上の写真か図を挿入する。 

※ 文字のフォントやサイズを変更しても構わないが、文書としての

統一感が損なわれないように注意する。 

※ 各項目を区切る横罫線の高さは変更してかまわないが、下記の内

容をすべて盛り込んでA4 判 1 枚に収める。 

 

３．研究の動機 

なぜ、このテーマを選択したのか？ このテーマに決定した経緯

などをまとめる。 

４．研究概要 

どのようなものを製作しようとしているのかを説明する。写真や

図を用いて、他の人にも分かるように！ 

５．進行状況 

4 月からどのような取り組みをしてきたのかをまとめる。これま

でに何をしてきたのか、現在はどこまでできているのか、がわか

るようにすること。 

場合によっては、内容に漏れがなければ、次項の「今後の取り組

み予定」とまとめて一つの項目にしてもよい。 

６．今後の取り組み予定 

今後の予定をまとめる。あと、どれだけの作業が残っているのか

がわかるように！ 

 

完成予想図 


